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研究終了報告書

国立研究開発法人国立がん研究センター理事長 殿

申　請　者 所属組織： 東病院

所属部署： 先端医療科

職　　名： 医員

氏　　名： 内藤　陽一

国立研究開発法人国立がん研究センター研究倫理審査委員会標準業務手順書に基づき、以下のとおり研究
の終了を報告します。

研究課題番号 2014-183

　 研究課題名 乳がん骨転移における　Bone scan index　の有用性に関するコホート研究

研究終了日 2019年12月27日 予定研究期間
自：2015年01月22日

至：2019年12月31日

終了の区分
■研究完遂
□中止　　※以下に理由を記載
□その他　※以下に詳細を記載

結果の概要
（別添文書があ
る場合は、
添付のこと）

①累積研究対象数

・当センター内の複数組織(中央病院、東病院等)が参加する場合で、それぞれ対象
者数の設定･登録等がある場合は当該組織分を記載すること

・試料解析研究においては、検体数ではなく対象とする症例数等を記載
記載すること

　　　当センターにおける累積数：39（予定集積数：20）
　　　研究全体の累積数：167（予定集積数：200）

②研究計画全体の有害事象の発生状況
（自施設に限らない。重篤な有害事象を含む）

　　　□研究計画の記載内容と概ね同等の頻度で発生した
　　　□研究計画の記載内容より多い頻度で発生した
　　　□予測されない重篤な有害事象が発生した
　　　□有害事象の発生が全くなかった
　　　■該当しない（研究に侵襲が伴わない場合のみ）

収集した試料･
情報の管理状況及

び今後
の取扱い

■研究計画通りである　　□研究計画通りではない→計画通りではない場合はその具体
的な状況と理由

結果の公表
■済み　→公表時期（年月）：2019年12月　　公表先：SABCS
□予定
□予定無し



研究責任者の

見解(必須)

（学会発表、論

文化に差しさわ

りのない範囲の）

結果概要含む）

見解には以下を含める。
※前回の実施状況報告以降、報告すべき研究計画からの逸脱
※本報告の提出が3ヶ月以上遅れた場合、その理由

This study is the first to report the clinical significance of evaluating BSI 
for metastatic breast cancer patients with bone metastasis. Changes in BSI 
from baseline to 12 weeks and 24 weeks predicts PFS and OS, which could help 
patients and physicians to guide treatment decision making.
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